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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞内輸送に機能する可溶性N-エチルマレイミド感受性融合タンパク質-付着タンパク質受容体（SNARE）ファミリーのメンバーです。このファミリーメンバーは、エンドソームとトランスゴルジ体ネットワーク間の小胞輸送に関与しています。これは、標的膜SNARE（t-SNARE）と相互作用する小胞関連SNARE（v-SNARE）です。この遺伝子の多型は、両眼機能、および大腸がんと肺がんの感受性と関連付けられています。大腸がんでは、この遺伝子と転写因子7様2（TCF7L2）遺伝子の間に反復性転座が認められています。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2015年12月]、機能：標的膜上のt-SNAREとの相互作用を介して小胞輸送経路を媒介するV-SNARE。これらの相互作用は、小胞輸送の特異性の側面を媒介し、脂質二重層の融合を促進すると考えられています。細胞老化に関連するサイトカインの分泌増加に関与している可能性があります。,類似性：VTI1ファミリーに属します。,
	研究分野
	小胞輸送におけるSNARE相互作用;
	画像データ
	

	VTI1A抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはVTI1Aペプチドでブロッキングされている。
	

	VTI1A 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解液のウエスタンブロット分析。

